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第２期区民会議からの提案の取組状況

第3期区民会議の提案素案をご紹介します
11月28日の第6回会議で、第3期区民会議の提案素案についての報告と意見交換が行われまし

た。区長への最終的な提案は、平成24年2月にまとまる予定です。
また、第４期区民会議委員を募集します。詳細は裏面をご覧ください。

宮前区の特徴である坂道を活かし、まちの魅力づくりや健康づくりなどにつなげるための取組を
検討しました。

幅広い意味で「地」域の産物を活かし、地域の魅力を「知」り、地域社会への「参」加につなげ、「笑」
顔の広がるまちにしていくための取組を検討しました。

活力づくり部会：坂道を活かした地域コミュニティの活性化に関する提案

地参知笑部会：コミュニティへの参加を促す冊子と情報戦略に関する提案

提案１：宮前区の坂道を知ってもらおう！
～（仮称）みやまえ坂道ウォークの作成～

提案２：坂道を使ったイベントをしよう！
～坂道ウォーキングイベントの開催～

転入者や川崎都民が、興味を持って読んで実際に参加
してみたくなるような、魅力的でわくわく感のある冊子
を作成します。

提案１：宮前区の魅力や楽しみ方を発信しよう！
～地域コミュニティへの参加を促す冊子の作成～

提案２：宮前区の地域情報を戦略的に発信しよう！
～「みやまえ情報サポーターズ」を結成～

さまざまなメディアを使いながら、宮前区の魅力的な地
域情報を区民の目線から継続的に発信する仕組をつく
ります。

公園を次世代育成や地域コミュニティの場として活用していくため、地域の人達が中心になって行う冒険
遊び場活動への支援を進めています。

【今年度の主な取り組み】
  9月　冒険遊び場シンポジウムを開催
10月　宮前市民館「冒険遊び場づくり講座」開講
10月　宮前区民祭で「出張冒険遊び場」開催
　　　 約５00名の参加がありました
11月　土橋1丁目公園で「冒険遊び場」開催
12月　宮崎第1公園で「冒険遊び場」開催

区民に地域への愛着を持ってもらい、地域コミュニティの活性化につなげるための「みやまえカルタ」の制
作を進め、イベントなどで活用し、今後は学校教材としても利用していきます。

【今年度の主な取り組み】
10月　宮前区民祭で「ジャンボカルタ大会」開催（右写真）
12月　７中学校区分の「地域のカルタ」完成

平成24年度は、
「地域のカルタ」から選抜した

区制30周年記念「みやまえカルタ」を制作します

区民会議の取り組みについて、皆様のご意見をお待ちしています。

第４期区民会議委員の募集
～地域の課題解決に向けて、一緒に取り組んでみませんか～

【募集人数】　４人
【任　　期】　平成24年4月～平成26年3月
【会　　議】　全体会年４回
　　　　　　（ほかに専門部会などもあります）
【応募資格】　1年以上区内在住、在勤、在学
　　　　　　もしくは区内で地域活動を行って
　　　　　　いる20歳以上の人
　　　　　　(平成24年4月1日現在)
※市職員と付属機関などの公募委員は応募できません。

【応募方法】
2月10日（必着）までに、住所、氏名、電話番号、生
年月日、性別、職業、地域活動の経験、応募理由を
記入し、「宮前区区民会議委員としてあなたが取
り組みたいこと～これまでの宮前区区民会議の
取り組みを踏まえて～」についての小論文（1200
字程度、書式自由）を添えて直接持参か郵送で下
記まで（書類選考があります）。
〒216-8570　宮前区役所企画課
電話（856）3133、FAX（856）3119
※区ホームページから応募用紙がダウンロードできます。
　3月中旬までに、応募者全員に結果を通知します。

ちさんちしょう

■取り組むべき課題
× 区内の由緒ある坂道が知られていない
× 坂道を活用したイベントがない
× 健康づくりにつながるなど、坂道の価
値が知られていない

■取り組むべき課題
× 地域になじみが薄く、「住む」だけの区民が多い
× 地域コミュニティに参加し、「暮らす」ため
の情報が不足
× これまでの情報発信の方法では区民
に伝わらない

■目標
効果的な情報発信を通じて・・・
◎宮前区の魅力や楽しみ方をもっと
知ってもらう

◎宮前区に愛着を持ってもらい、地
域コミュニティへの参加を促そう

■目標
坂道を活用して・・・
◎ 地域への参加を促そう
◎ 宮前区に愛着を持ってもらおう
◎ 健康な体づくりをしよう

坂道の魅力を広く紹介するとともに、坂道の起伏を
利用した健康づくりについての情報をまとめたガイ
ドブックを作成します。

区内の坂道への興味を引き、楽しんでもらうとともに、
日常的な健康づくりにつなげるため、坂道を活用し
たイベントを開催します。

 


